
　

②
郵
送
・
持
参
／
7
月
19
日
〜
7
月
21

　

日
・
一
次
試
験
／
9
月
25
日

■
申
込
方
法
／
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（http://w

w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

　

ope/saiyou/bosyu.htm
l

）

問
小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
４
―
27
―
６
１
１
８

　

結
成
か
ら
30
年
を
迎
え
る
倶
知
安
え
ぞ

ふ
じ
合
唱
団
で
は
、
記
念
行
事
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
／
7
月
9
日
（
土
）
10
時
〜
11
時

　

30
分

■
場
所
／
倶
知
安
風
土
館

■
内
容
／
「
え
ぞ
ふ
じ
倶
知
安
国
体
」
の

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
。
平
成
29
年
3
月
ま
で

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
な
ど

・
試
験
申
込
受
付
期
間
／

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
8
月
25
日
〜

　

9
月
5
日

　

②
郵
送
、
持
参
／
8
月
25
日
〜
8
月
29

　

日
・
一
次
試
験
／
10
月
29
日
、
10
月
30
日

【
海
上
保
安
学
校
】

・
受
験
資
格
／
平
成
28
年
4
月
1
日
で
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
。
平
成
29
年
3
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
な
ど

・
試
験
申
込
受
付
期
間
／

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
7
月
19
日
〜

　

7
月
28
日

　

と
も
に
提
出

問
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
22
―
０
５
０
６

■
日
時
／
毎
週
金
曜
日
13
時
15
分
〜
15
時

　

30
分

■
場
所
／
町
公
民
館
中
ホ
ー
ル

問
上
野
☎
22
―
３
０
２
５

　

丸
岡
☎
22
―
６
２
１
８

■
待
遇
／
入
学
金
・
授
業
料
が
一

　

切
不
要
。
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員

　

と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
、
毎
月
の

　

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す

【
海
上
保
安
大
学
校
】

・
受
験
資
格
／
平
成
28
年
4
月
1
日
で

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

開

催

町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information
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町道民税 ･軽自動車税のこと (窓口⑧ )▷住民税係☎ 56-8003

税金の納付方法 ､納税相談 (窓口⑨ )　▷納 税 係☎ 56-8002

固定資産税のこと（窓口⑩）　　　　　 ▷資産税係☎ 56-8004

【家屋を取り壊した方へ】

　家屋に対する固定資産税（都市計画税）は、毎年 1 月 1

日現在に存在するものに課税されます。年の途中で家屋の

全部または一部を取り壊したときは、翌年度から取り壊し

た部分について課税されません。家屋を取り壊したときは、

速やかに資産税係までご連絡ください。

なお、家屋を取り壊した後の土地の利用方法により、土地

の固定資産税（都市計画税）が変わる場合があります。

【所得税の予定納税（第 1期分）】

～納期限は平成 28 年 8 月 1 日です～

　予定納税が必要な方には、6 月中旬に税務署から「予定

納税額の通知書」が送付されます。

予定納税とは？

　前年分の確定申告に基づき計算した予定納税基準額が

15 万円以上である場合に、原則その 1/3 相当額をそれぞ

れ 7 月（第 1 期分）と 11 月（第 2 期分）に納付する制度

です。

予定納税額の減額申請・納付

◇廃業や業況不振などの理由により、平成 28 年 6 月 30 日

の現況で、平成 28 年分申告納税見積額が税務署から通知

された「予定納税基準額」よりも少なくなると見込まれる

場合に申請することができます

◇予定納税額の納付は便利な振替納税をご利用ください。

　国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/

　倶知安税務署　☎ 22-1192

【お気軽に納税相談を】

　町税を納付できない、納付書を紛失したなど、納税に関

する相談は随時受け付けています。お気軽に納税係 (窓口

⑨ )へ連絡またはお越しください。

8 月 1 日（月）は固定資産税の第 2 期の納期限です。納め

忘れのないよう、お願いいたします。

(                           )

■
資
格
／
60
歳
未
満
の
町
内
在
住
者

■
業
務
／
学
校
給
食
調
理
業
務
全
般

■
募
集
人
数
／
数
名

■
勤
務
場
所
／
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
北
3
東
７
）

■
雇
用
期
間
／
採
用
の
日
か
ら
平
成
29
年

　

3
月
31
日
ま
で
（
以
降
更
新
可
能
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
週
4

　

日
、
8
時
15
分
〜
15
時
30
分
（
週
1
日

　

の
み
8
時
15
分
〜
15
時
15
分
）

■
賃
金
／
時
給
８
３
０
円
（
町
規
定
に
よ

　

る
）、
雇
用
保
険
加
入

■
応
募
方
法
／
７
月
15
日
（
金
）
ま
で
に

　

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
履
歴
書
と

倶
知
安
え
ぞ
ふ
じ
合
唱
団

30
周
年
記
念
行
事

募

集

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）
募
集

倶
知
安
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
会
員
募
集

海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校　

学
生
募
集



ま
す
。

■
平
成
28
年
度
受
付
／
7
月
１
日
〜

■
審
査
対
象
／
平
成
28
年
7
月
分
〜
平
成

　

29
年
6
月
分
ま
で

　

申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
は
、
2
年

１
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
に
な
り
ま
す
。
失

業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申

請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有

し
て
い
る
方
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
環
境
課
住
民
係
☎
56
―
８
０
０
７

　

小
樽
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
１
３
４
―
23
―
４
２
３
６

　

平
成
28
年
8
月
1
日
か
ら
児
童
扶
養
手

当
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児
童
扶
養
手

当
の
第
2
子
の
加
算
お
よ
び
第
3
子
以
降

の
加
算
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
月
額

【
子
ど
も
1
人
の
場
合
】

・
全
部
支
給
／
4
万
２
３
３
０
円

・
一
部
支
給
／
4
万
２
３
２
０
〜     

９
９
９
０
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ

ま
す
）

【
子
ど
も
2
人
目
の
加
算
額
】

・
全
部
支
給
／
定
額
５
０
０
０
円
↓
1
万

円
に
変
更

・
一
部
支
給
／
９
９
９
０
円
〜
５
０
０
０

円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
）

【
子
ど
も
3
人
目
の
加
算
額
】

・
全
部
支
給
／
定
額
３
０
０
０
円
↓

６
０
０
０
円
に
変
更

・
一
部
支
給
／
５
９
９
０
円
〜
３
０
０
０

円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
）

■
増
額
分
の
支
払
月
／
平
成
28
年
8
月
か

　

ら
11
月
分
は
平
成
28
年
12
月
の
支
払
い

問
後
志
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
社
会
福

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く

自
己
情
報
の
開
示
、
訂
正
請
求
、
利
用
停

止
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
例
の
運

用
状
況
の
内
容
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
総

務
課
の
情
報
公
開
総
合
窓
口
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
町
総
務
課
法
務
支
援
係
☎
56
―
８
０
０
０

　

人
や
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た
め
、
野

犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も
対
象
）
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
１
日
〜
９
月
30
日

　

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

　

犬
を
飼
育
し
な
い

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

　

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

　

に
付
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
役

　

場
に
連
絡
す
る
。

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

問
町
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生

　

係
☎
56
―
８
０
０
８

　

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
障
が
い
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
50
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

団
の
連
携
強
化
お
よ
び
地
域
住
民
の
防

火
・
防
災
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
て
お

り
、
当
日
は
消
防
署
・
消
防
団
に
よ
る
消

防
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
26
日
（
火
）、
12
時
50
分
〜

■
場
所
／
中
央
公
園

　

※
当
日
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
申
し
込

み
も
不
要
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し

も
し
ま
す
。

○
７
月
９
日
（
土
）、
16
日
（
土
）

　

・
時
間
／
9
時
〜
11
時

　

・
場
所
／
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

　

・
講
師
／
香
川　

修

○
7
月
12
日
（
火
）

　

・
時
間
／
13
時
〜
15
時

　

・
場
所
／
し
り
べ
つ
川
リ
バ
ー
パ
ー
ク

　

・
講
師
／
野
地　

茂

問
田
村
☎
23
―
２
６
３
４

　

野
地
☎
０
８
０
―
５
０
６
１
―
８
５
７
６

　

平
成
27
年
度
に
お
け
る
町
情
報
公
開
条

例
・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
文
書
の
開

示
請
求
は
5
件
、
請
求
さ
れ
た
公
文
書
の

件
数
は
固
定
資
産
税
に
お
け
る
外
国
人
の

状
況
、
統
合
保
育
所
に
関
す
る
議
会
特
別

委
員
会
の
資
料
な
ど
全
部
で
20
件
で
し

た
。
こ
の
う
ち
全
部
を
開
示
し
た
も
の
が

7
件
、
一
部
を
開
示
し
た
も
の
が
9
件
、

文
書
不
存
在
で
開
示
し
な
か
っ
た
も
の
が

4
件
で
し
た
。

　

お
話
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
合
唱
団
の
演
奏

■
対
象
／
一
般
大
人
、
子
ど
も
（
参
加
費

　

無
料
）

問
同
合
唱
団
事
務
局
☎
22
―
６
０
７
2（
福
谷
）

　

倶
知
安
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を

い
た
だ
い
た
方
へ
、
町
の
特
産
品
な
ど
を

返
礼
品
と
し
て
贈
呈
す
る
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
町
の
特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
全

国
に
向
け
図
る
た
め
の
新
た
な
事
業
者
の

募
集
に
あ
た
り
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
返
礼

品
と
し
て
出
品
を
希
望
す
る
事
業
者
、
興

味
の
あ
る
事
業
者
向
け
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
／
7
月
20
日
（
水
）
18
時
30
分
〜

　

20
時

■
場
所
／
役
場
庁
舎
3
階
会
議
室

　

※
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、電
話
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
町
総
務
課
管
財
係
ま
で
事

　

前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

問
町
総
務
課
管
財
係
☎
56
―
８
０
０
０
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
２
０
４
４

　　

町
内
戦
没
者
の
偉
勲
を
偲
び
、
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
25
日
（
月
）
10
時
〜

■
場
所
／
ホ
テ
ル
第
一
会
舘
（
南
3
西
2
）

問
町
福
祉
医
療
課
少
子
高
齢
化
対
策
室

　

☎
23
―
０
５
０
０

　

こ
の
演
習
は
消
防
団
員
の
技
術
向
上
を

図
る
と
と
も
に
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
構
成
町
村
各
消
防

－11－

周

知

平
成
27
年
度
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
条
例
運
用
状
況

野
犬
掃
討
を
実
施

ふ
る
さ
と
寄
付
金
返
礼
品
事
業
者
説
明
会

第
27
回
羊
蹄
山
ろ
く
連
合
消
防
演
習

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
の
申
請

児
童
扶
養
手
当
加
算
額
の
変
更

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

倶
知
安
町
戦
没
者
追
悼
式



　

皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
町
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
多

く
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
参
加
人
数
／
２
０
４
３
人

　

・
大
人
／
１
６
１
４
人

　

・
子
ど
も
／
４
２
９
人

■
ご
み
総
重
量
／
３
９
９
０
㎏

　

※
６
月
13
日
現
在

問
町
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
環
境
係

　

☎
56
―
８
０
０
８

調
査
な
ど
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
道
の

業
務
に
不
備
や
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
個

人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
し
た
上
、
道

の
機
関
に
是
正
を
求
め
ま
す
。

問
道
立
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
１
―

　

２
０
４
―
５
５
２
３
、
後
志
総
合
振
興

　

局
総
務
課
☎
23
―
１
３
１
３

　

退
職
金
の
悩
み
中
退
共
で
解
決
し
ま
せ

ん
か
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
の
採
用
・
育
成
に

積
極
的
で
、
若
者
の
雇
用
状
況
が
優
良
な

中
小
企
業
を
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
よ
び
北
海
道
労
働
局
が

積
極
的
に
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
ほ
か
、
関

係
助
成
金
を
活
用
す
る
際
に
一
定
額
の
加

算
や
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
実
施
す
る

融
資
の
一
部
で
基
準
利
率
よ
り
も
低
い
金

利
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
公
共
調
達
に

お
い
て
加
点
評
価
す
る
よ
う
、
国
が
定
め

る
指
針
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
認
定
企
業
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
も
の
の
、
若
者
の
採
用
・
育

成
に
積
極
的
な
中
小
企
業
に
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を

行
う
「
若
者
応
援
宣
言
企
業
」
と
い
う
制

度
も
あ
り
ま
す
。

問
岩
内
公
共
職
業
安
定
所
倶
知
安
分

　

室
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倶
知
安
）
☎
22
―

　

０
２
４
８

　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
企
業
を
は
じ
め
関

係
各
界
に
お
け
る
安
全
意
識
の
高
揚
と
自

主
的
安
全
管
理
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め

「
見
え
ま
す
か
？　

あ
な
た
の
ま
わ
り
の　

見
え
な
い
危
険　

み
ん
な
で
見
つ
け
る　

安
全
管
理
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
安
全

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
間
／
７
月
１
日
〜
７
日
（
本
週
間
）

問
小
樽
労
働
基
準
監
督
署
倶
知
安
支
署

　

☎
22
―
０
２
０
６

　

祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
室
子
ど
も
子

　

育
て
係
☎
23
―
１
９
３
５
、
町
福
祉
医

　

療
課
少
子
高
齢
化
対
策
室
福
祉
係
☎
23

　

―
０
５
０
０

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
経
済
的
な
援
助
と

し
て
、
次
の
手
当
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

　

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
に
特
別
の
介

　

護
が
必
要
な
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方
に

　

支
給
さ
れ
ま
す
。

②
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

　

活
に
お
い
て
、
常
に
介
護
が
必
要
な
20

　

歳
未
満
の
在
宅
の
児
童
に
支
給
さ
れ
ま

　

す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未　

　

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど

　

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
方
法
／
町
福
祉
医
療
課
少
子
高
齢

　

化
対
策
室
福
祉
係
に
認
定
請
求
書
な
ど

　

を
提
出
し
ま
す

　

※
障
が
い
の
状
態
に
よ
り
該
当
し
な
い

　

場
合
や
、
所
得
や
施
設
入
所
な
ど
に
よ

　

る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

問
町
福
祉
医
療
課
少
子
高
齢
化
対
策
室
福

　

祉
係
（
保
健
福
祉
会
館
）
☎
23
―
０
５
０
０

　
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
は
北

海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審

査
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
利
害
に
か

か
わ
る
苦
情
を
、皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て「
苦

情
審
査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立
場

か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

倶知安消費者大会のご案内

■日時／ 7月 15 日（金）10 時～ 12 時
■会場／文化福祉センター　中ホール
■演題／「電力小売りの全面自由化について」
■講師／北海道経済産業局総務企画部
　　　　電力・ガス取引監視室
　　　　古郡　信重　氏
　4 月 1 日から電力自由化となり、皆さまの
お宅にもいろいろなところから、お誘いや案
内が来ていることと思いますが、その自由化
の意味するものをしっかり聞いて、賢い消費
者としてどうするかの判断の材料として、講
演会で学びましょう。
　どなたでも参加出来ます。お友達と誘い
合ってご来場ください。
　
　健康食品、化粧品、貴金属の買い取り商法
が皆さまのお宅へも、電話などで来ていると
思いますが、十分に気をつけて対応してくだ
さい。いらないときはきっぱり「いりません」
と答えましょう。
  困ったときの相談は↓
■消費生活相談室（公民館１階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522
■時間外の緊急相談は　☎ 22-2101( 荒野）
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御

礼

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

障
が
い
児
（
者
）
の
手
当
に
つ
い
て

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業

若
者
応
援
宣
言
企
業

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
終
了

全
国
安
全
週
間
の
実
施
に
つ
い
て



佐古岡　　　子さん (80)　　北 4東 4

勝　浦　妙　子さん (81)　　北 4東 4

名　和　正　吉さん (90)　　北 2西 1

村　上　　武　さん (88)　　北 5西 3

佐　藤　裕　子さん (61)　　南 2東 1

藤　田　保　子さん (94)　　北 1東 1

夏
型
の
火
災
防
止
に
つ
い
て

　

夏
の
行
楽
で
外
出
す
る
機
会
が
増
え
る

と
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
、
野
外

で
の
火
気
の
使
用
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
炭
火
な
ど
を
使
っ
た
後
は
水
な
ど
で
確

　

実
に
消
火
し
、
風
の
強
い
と
こ
ろ
で
は

　

火
気
の
使
用
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
花
火
を
行
う
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
を
用

　

意
し
、
風
向
き
や
燃
え
や
す
い
も
の
が

　

近
く
に
な
い
か
を
確
認
し
て
行
い
ま

　

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
祭
礼
・
縁
日
・
花
火
大
会
な
ど

多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
を
行
う
際
は
、

消
火
器
の
準
備
や
届
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
の
で
、
事
前
に
消
防
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
火
の
用
心
を
お
願
い
し

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

6 月 15 日 ( 水 ) までに住民環境課住民係へ

届け出があったもので、承諾を受けた内容

について掲載しています。

平成 28年 平成 27年
人　身 12件 14件
物　損 322 件 243 件
死　者 0名 0名

5 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 28年 平成 27年
火　災 4件 5件
救　急 407件 393件
救　助 14件 9件
その他 25件 33件

5 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

ま
す
。

人の動き　平成 28 年 5月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

15,337 人

 7,680 人

 7,657 人

7,864 世帯

（前月比 -145）

（前月比 - 96）

（前月比 - 49）

（前月比 -135）

うち外国籍住民 485人（前月比 -125）

主
な
事
件

▽
盗
難
（
空
き
巣
）
事
件
の
発
生

　

ア
パ
ー
ト
の
部
屋
内
か
ら
食
料
品
な
ど

が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た

▽
盗
難
（
車
上
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

　

公
園
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
た
車
か
ら

現
金
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た

▽
盗
難
（
自
転
車
盗
）
事
件
の
発
生

　

共
同
住
宅
の
車
庫
内
か
ら
自
転
車
が
盗

ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た

※
倶
知
安
町
平
成
28
年
5
月
末
犯
罪
発
生

　

状
況

　

刑
法
犯
総
数
〜
54
件
（
粗
暴
犯
4
件
、

　

窃
盗
犯
34
件
、
器
物
損
壊
13
件
、
住
居

　

侵
入
1
件
、
そ
の
他
2
件
）

交
通
事
故

▽
５
月
24
日
、
町
道
の
丁
字
路
交
差
点
付

近
に
お
い
て
、
直
進

車
両
と
小
学
生
が
衝

突
す
る
重
傷
事
故
が

発
生
し
ま
し
た

▽
５
月
29
日
、
国
道

の
信
号
交
差
点
に
お

い
て
、
右
折
車
両
と

直
進
の
二
輪
車
が
衝

突
す
る
重
傷
事
故
が

発
生
し
ま
し
た

福
ふ く い

井　琴
こ と は

葉 ちゃん 南 5西 1
　　（父　敦基　　母　加奈子　）

古
ふ る い

井　涼
す ず の

乃 ちゃん 北 6東 3
　　（父　秀典　　母　友梨香）

中
なかむら

村　芽
め い か

禾 ちゃん
　　（父　信吾　　母　京）

木
き な み

浪　瑞
み ず き

雪 ちゃん
　　（父　裕也　　母　真弓）

端
はたかわ

川　和
か ず ま

真 ちゃん 南 3西 4
　　（父　知行　　母　智子）

糠
ぬかもり

森　陽
は る き

希 ちゃん 字比羅夫
　　（父　聡　　　母　李恵）

佐
さ と う

藤　旬
しゅん

ちゃん
　　（父　啓介　　母　一恵）

瀧
たきがみ

上　結
ゆ い と

斗 ちゃん
　　（父　雅也　　母　涼）

ごめいふくをお祈りします

　今回は、離婚時の「年金分割」という制度をご説明します。

　日本の年金制度は①国民年金、②厚生年金・共済年金、③企業

年金などの私的年金の 3階建てで、人それぞれ働き方によって①

に加え②や③にも加入しています。そのため、例えば専業主婦の

妻とサラリーマンの夫で長年連れ添った夫婦では、夫が支払って

きた年金保険料は、夫婦 2 人で協力して積み上げたお金ですが、

離婚して生計を別にすると、夫は①＋②を受給できるのに、妻は

①しか受給できないという不公平が生じます。

　年金分割とは、そのような不公平に対処するため、年金を夫婦

の共有財産として考え、年金額が多い方から少ない方へ分割する

制度です。平成 19 年 4 月 1 日以降に離婚した場合、②について

婚姻期間に対応する保険料納付記録を 2分の 1の限度で配偶者に

分割することができます。勘違いされがちですが、配偶者が受給

する年金の半額がもらえるわけではありません。年金はあくまで

もご自分が過去に納めた保険料に見合ったものしか受給できませ

んが、年金分割を行うと、より多くの保険料を支払ったように年

金の記録を書き換えることができるのです。年金分割は共働きで

も可能ですが、注意点もあります。①と③は年金分割の対象外で

すので、国民年金にしか加入したことがない場合には年金分割を

できません。また、ご自分で年金事務所などで手続をする必要が

あります。請求期限は原則として離婚日の翌日から2年以内です。

年金分割の手続きについては、お近くの専門家や年金事務所など

にお尋ねください。
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離
婚
時
の
「
年
金
分
割
」

岩内ひまわり
基金法律事務所

弁護士古宮　靖子

☎ 0135-61-4777
FAX0135-61-4888


